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はくば
広報

     　

白馬の豊かさとは何か
―多様であることから交流し学びあい成長する村―

グリーンシーズン
新型コロナウイルス感染症等の影響により、営業中止していた山小屋について、７月
中旬より営業が再開される予定です。（7月3日現在の情報）
感染症対策と経済活動の両立を図るため、「新しい生活様式」の定着に取り組んでいき
ましょう。
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白
馬
村
で
は
、学
校
等
の
臨
時
休
業
や
外
出
自
粛
等
に
よ

り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
た
子
育
て

世
帯
に
、白
馬
村
単
独
事
業
と
し
て
支
援
金
を
給
付
し
て
い

ま
す
。

こ
の
支
援
金
は
、大
学
生
等
の
子
ど
も
が
い
る
世
帯
へ
の

給
付
を
対
象
と
す
る
と
と
も
に
、ひ
と
り
親
世
帯
に
つ
い
て

も
支
援
金
を
加
算
し
て
支
援
し
て
い
き
ま
す
。
大
学
生
等
で
、

住
民
票
が
無
い
場
合
で
も
両
親
が
白
馬
村
に
住
民
票
が
あ
る

場
合
は
対
象
と
な
り
ま
す
。

申
請
が
必
要
な
方
は

・
大
学
生
等（
専
門
学
校
・
短
大
・
浪
人
生
）が
い
る
世
帯

・�

福
祉
医
療
で
ひ
と
り
親
と
認
定
さ
れ
て
い
な
い
方（
児
童
扶

養
手
当
対
象
外
の
方
）

給
付
額

・
対
象
児
童
１
人
に
つ
き
、１
万
円

・�

ひ
と
り
親
世
帯
に
つ
い
て
は
、対
象
児
童
１
人
に
つ
き
、

２
万
円
を
加
算

申
請
の
受
付
期
間
は
、９
月
30
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。ま
だ
、

申
請
が
お
済
で
な
い
方
は
添
付
資
料
を
お
持
ち
の
上
、子
育

て
支
援
課
に
て
申
請
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ひ
と
り
親
世
帯
を
支
援
す
る
た
め
、給
付

金
を
支
給
し
ま
す
。

１
．基
本
給
付

　
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
ひ
と
り

親
世
帯
等
の
方
へ
の
給
付
※
1

●
給
付
金
の
対
象
と
な
る
方

■
次
の
、①
～
③
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

方①�

令
和
２
年
６
月
分
の
児
童
扶
養
手
当
が
支

給
さ
れ
る
方

②�

公
的
年
金
等
※
2
を
受
給
し
て
お
り
、令
和

２
年
６
月
分
の
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
が

全
額
停
止
さ
れ
る
方
※
3

③�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を

受
け
て
家
計
が
急
変
す
る
な
ど
、収
入
が

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
と
同

じ
水
準
と
な
っ
て
い
る
方

※
¹�

児
童
扶
養
手
当
法
に
定
め
る「
養
育
者
」

の
方
も
対
象
と
な
り
ま
す

※
²�
遺
族
年
金
、障
害
年
金
、老
齢
年
金
、労

災
年
金
、遺
族
補
償
な
ど

※
³�

既
に
児
童
扶
養
手
当
受
給
資
格
者
と
し

て
の
認
定
を
受
け
て
い
る
方
だ
け
で
な

く
、児
童
扶
養
手
当
の
申
請
を
し
て
い

れ
ば
、令
和
２
年
６
月
分
の
児
童
扶
養

手
当
の
支
給
が
全
額
又
は
一
部
停
止
さ

れ
た
と
推
測
さ
れ
る
方
も
対
象
と
な
り

ま
す

●
給
付
額

１
世
帯
５
万
円
、第
２
子
以
降
１
人
に
つ
き

３
万
円

２
．追
加
給
付

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を

受
け
て
家
計
が
急
変
し
、収
入
が
減
少
し
て

い
る
方
へ
の
給
付

●
給
付
金
の
対
象
と
な
る
方

　

上
記
、基
本
給
付
金
対
象
の
①
ま
た
は
②

に
該
当
す
る
方
の
う
ち
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
て
家
計
が
急
変

し
、収
入
が
減
少
し
た
方

●
給
付
額

１
世
帯
5
万
円

手
続
き
の
方
法
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は

確
定
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

子
育
て
支
援
金
給
付
事
業（
白
馬
村
単
独

事
業
）の
申
請
受
付
中

ひ
と
り
親
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金
の
ご
案
内

お問合せ　白馬村役場　子育て支援課　電話：0261-85-8101

お問合せ　白馬村役場　子育て支援課　電話：0261-85-8101
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75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
証
を
お

持
ち
の
み
な
さ
ま
!!

8
月
1
日
か
ら
保
険
証
の
色
が「
桃
色
」⇒

「
橙
色
」

に
な
り
ま
す
。
右
上
の
有
効
期
限
は「
令
和
3
年
7
月

31
日
」と
印
字
さ
れ
ま
す
。

新
し
い
保
険
証
は
、7
月
下
旬
ま
で
に
役
場
か
ら
お

一
人
お
ひ
と
り
に
郵
送
し
ま
す
。

「
長
野
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
」の
名
称
が

印
字
さ
れ
た
黄
色
い
封
筒
で
届
き
ま
す
の
で
、必
ず
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

福
祉
医
療
受
給
者
証︿
障
が
い
者
・
母
子
・
父
子
家

庭
〉を
お
持
ち
の
み
な
さ
ま
!!

8
月
1
日
か
ら
福
祉
医
療
受
給
者
証
が
新
し
く
な

り
ま
す
。
色
は
こ
れ
ま
で
と
同
じ
う
す
緑
色
で
す
。
有

効
期
限
は「
令
和
3
年
7
月
31
日
」と
印
字
さ
れ
ま
す
。

7
月
下
旬
ま
で
に
役
場
か
ら
該
当
す
る
方
宛
に
郵
送

し
ま
す
。

☆�

高
校
生
以
下
の
お
子
さ
ま
の
受
給
者
証
に
つ
い
て

は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

※�

医
療
機
関
受
診
の
際
に
は
必
ず
保
険
証
と
受
給
者

証
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
証
を
お
持
ち
の
み
な
さ
ま
!!

8
月
1
日
か
ら
保
険
証
の
色
が「
藤
色
」⇒

「
若
竹

色
」に
な
り
ま
す
。
右
上
の
有
効
期
限
は「
令
和
3
年

7
月
31
日
」と
印
字
さ
れ
ま
す

新
し
い
保
険
証
は
、7
月
下
旬
こ
ろ
に
役
場
よ
り
世

帯
毎
に「
長
野
県
国
民
健
康
被
保
険
者
証
在
中
」と
印

字
さ
れ
た
青
い
封
筒
で
郵
送
し
ま
す
の
で
、必
ず
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

◎
8
月
1
日
で
70
歳
以
上
の
被
保
険
者
の
か
た
!!

　

今
ま
で
は
、
保
険
証
と
高
齢
受
給
者
証
を
2
枚
お

渡
し
し
て
い
ま
し
た
が
、
令
和
2
年
8
月
か
ら
一
本

化
し
「
被
保
険
者
証
兼
高
齢
受
給
者
証
」
の
み
と
な

り
ま
す
。
医
療
機
関
に
は
保
険
証
1
枚
の
み
で
受
診

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
の
で
、
お
間
違
え
の
な
い

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

◎�
8
月
2
日
以
降
に
70
歳
と
な
る
被
保
険
者
の
か

た
!!

保
険
証
の
有
効
期
限
は
、
70
歳
と
な
る
月
の
月
末

（
1
日
生
ま
れ
の
か
た
は
前
月
末
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

70
歳
と
な
る
月
の
中
旬（
1
日
生
ま
れ
の
方
は
前
月
）

に
、「
被
保
険
者
兼
高
齢
受
給
者
証
」を
送
付
し
ま
す
の

で
翌
月（
1
日
生
ま
れ
の
か
た
は
そ
の
日
）か
ら
使
用

し
て
く
だ
さ
い
。

［
住
民
課
か
ら
重
要
な
お
知
ら
せ
］

8
月
か
ら
各
種
保
険
証
が
更
新
と
な
り
ま
す
。

お問合せ　白馬村役場　住民課住民係　電話：0261-85-0715

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
が
保
険
証
と
し
て
使

え
る
よ
う
に
な
り
ま
す

旧 新



どんどん便利になる！！どんどん使える！！
マイナンバーカードを作りましょう☆

お問合せ　白馬村役場　住民課住民係　電話：0261-85-0715　　　　　

※医療機関・薬局等にカードリーダーが導入されていないと利用できません。おおむね 2030 年 3月には
全ての医療機関等で導入される予定です。

マイナンバーカードが
保険証として

使えるようになります。

※保険の異動は今までどおり役場での手続きが必要です ☆交付申請書をお持ちの方は以下の４つの
方法から申請できます。（通知カードの
下の部分が交付申請書となっています）
スマートフォン･パソコン・証明用写真
機・郵便

☆交付申請書をお持ちでない方
　専用サイトからダ
ウンロードしてい
ただくか市町村窓
口でも再発行でき
ます。
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どんどん便利になる！！どんどん使える！！
マイナンバーカードを作りましょう☆

お問合せ　白馬村役場　住民課住民係　電話：0261-85-0715　　　　　

※医療機関・薬局等にカードリーダーが導入されていないと利用できません。おおむね 2030 年 3月には
全ての医療機関等で導入される予定です。

マイナンバーカードが
保険証として

使えるようになります。

※保険の異動は今までどおり役場での手続きが必要です ☆交付申請書をお持ちの方は以下の４つの
方法から申請できます。（通知カードの
下の部分が交付申請書となっています）
スマートフォン･パソコン・証明用写真
機・郵便

☆交付申請書をお持ちでない方
　専用サイトからダ
ウンロードしてい
ただくか市町村窓
口でも再発行でき
ます。
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お問合せ　白馬村役場　建設課土地利用・建築係　電話：0261-85-0724

シ
リ
ー
ズ　
白
馬
村
立
地
適
正
化
計
画
①

持
続
可
能
な
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り

こ
れ
か
ら
の
白
馬
村
は
、人
口
減
少
や

少
子
高
齢
化
が
進
み
ま
す
。
ま
た
、村
の
財

政
も
厳
し
さ
を
増
し
、行
政
サ
ー
ビ
ス
や

村
の
活
力
が
低
下
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、村
全
体
の
都
市
構
造

を
見
直
し
、コ
ン
パ
ク
ト
な
村
を
目
指
す

た
め
の
取
り
組
み
を
ま
と
め
た
計
画
の
策

定
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
回
か
ら
６
回
の

シ
リ
ー
ズ
で
立
地
適
正
化
計
画
に
つ
い
て

お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

人
口
の
急
激
な
減
少
と
高
齢
化
が
進
ん

で
い
く
な
か
で
、高
齢
者
や
子
育
て
世
代

が
安
心
で
き
る
健
康
で
快
適
な
生
活
環
境

を
実
現
し
つ
つ
、現
在
の
生
活
の「
質
」を

維
持
す
る
こ
と
は
、今
後
の
大
き
な
課
題

で
す
。

こ
う
し
た
中
、医
療
・
福
祉
施
設
、商
業

施
設
や
住
居
等
が
ま
と
ま
っ
て
立
地
し
、

村
民
が
こ
れ
ら
の
生
活
利
便
施
設
等
に
公

共
交
通
を
利
用
し
て
ア
ク
セ
ス
で
き
る
な

ど
、福
祉
や
交
通
な
ど
も
含
め
て
都
市
全

体
の
構
造
を
見
直
し
、『
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
・
プ
ラ
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

計
画
の
意
義
と
役
割

立
地
適
正
化
計
画
は
、居
住
機
能
や
医

療
・
福
祉
・
商
業
、公
共
交
通
等
の
さ
ま
ざ

ま
な
都
市
機
能
の
誘
導
に
よ
り
、都
市
全

域
を
見
渡
し
た
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
る
市
町
村
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
の
高
度
化
版
で
す
。

居
住
や
都
市
の
生
活
を
支
え
る
機
能
の

誘
導
に
よ
る
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り

と
地
域
交
通
と
の
連
携
に
よ
り
、『
コ
ン
パ

ク
ト
シ
テ
ィ
・
プ
ラ
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

民
間
施
設
の
整
備
に
対
す
る
支
援
や
立

地
を
緩
や
か
に
誘
導
す
る
仕
組
み
を
用
意

し
、従
来
の
制
度
と
立
地
適
正
化
計
画
と

の
融
合
に
よ
る
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
が
可

能
に
な
り
ま
す
。

計
画
で
定
め
る
内
容

計
画
の
中
で
は
、都
市
機
能
の
集
約
を

誘
導
す
る「
都
市
機
能
誘
導
区
域
」と
病
院

や
診
療
所
、商
業
施
設
な
ど
の
居
住
を
誘

導
す
る
た
め
の「
誘
導
施
設
」、住
宅
な
ど

の
集
約
を
図
る「
居
住
誘
導
区
域
」の
設
定

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
計
画
は
、建
物
の
建
築
を
規
制
す

る
も
の
で
は
な
く
、長
期
的
視
野
に
立
っ

て
緩
や
か
に
誘
導
す
る
た
め
の
指
針
と
な

る
計
画
で
す
。

な
お
、こ
の
居
住
誘
導
区
域
や
都
市
機

能
誘
導
区
域
か
ら
外
れ
た
地
域
は
、居
住

を
制
限
す
る
も
の
で
は
な
く
、今
と
変
わ

ら
な
い
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
維
持
で

き
る
よ
う
取
り
組
む
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

計
画
の
策
定
と
実
現
に
向
け
て

計
画
の
策
定
や
計
画
の
実
現
に
は
、

様
々
な
機
関
と
の
連
携
が
必
要
で
す
。

そ
の
た
め
に
、役
場
内
の
全
て
の
課
は
も

ち
ろ
ん
、民
間
事
業
者
、交
通
事
業
者
等
の

様
々
な
関
係
者
が
参
画
す
る
委
員
会
を
設

置
す
る
な
ど
、多
様
な
連
携
に
よ
り
都
市

が
抱
え
る
課
題
と
そ
の
解
決
方
法
を
共
有

し
て
、取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

次
回
予
告

８
月
号
で
は
、白
馬
村
に
お
け
る
都
市

の
課
題
と
計
画
の
必
要
性
、計
画
策
定
の

プ
ロ
セ
ス
等
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

立地適正化計画のイメージ（出典：国土交通省HP）

関係施策連携のイメージ（参考：国土交通省HP）

※�

コ
ン
パ
ク
ト
・
シ
テ
ィ
・
プ
ラ
ス
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
…
住
宅
や
商
業
施
設
、医
療
、

福
祉
施
設
等
の
生
活
サ
ー
ビ
ス
施
設

が
ま
と
ま
っ
て
立
地
し
、住
民
が
公
共

交
通
や
徒
歩
等
に
よ
り
、こ
れ
ら
の
施

設
に
容
易
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
ま
ち

づ
く
り
の
考
え
方

※
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
…
基
本
方
針
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■
納
付
方
法
・
納
付
場
所

　
表
中
の
納
付
方
法
及
び
納
付
場
所
で
お
支
払

い
が
で
き
ま
す
。

村
税
・
料
金
の

お
支
払
い
に
つ
い
て

   

お問合せ　白馬村役場　上下水道課　電話：0261-85-0714　税務課　電話：0261-85-0712　

上下
水道料金 固定資産税 国民健康

保険税

現金払
（金融機関及び役場会計室） ◯ ◯ ◯

現金払
（コンビニエンスストア） ◯ − −

口座振替 ◯ ◯ ◯

クレジットカード
インターネット決済 − ◯ ◯

クレジットカード
窓口決済 − ◯ ◯

 

７
月
納
期
の
村
税
及
び
料
金

　
　
国
民
健
康
保
険
税	

第
２
期
分

　
　
固
定
資
産
税	

第
２
期
分

　
　
上
下
水
道
料
金	

７
月
請
求
分

納期限及び口座振替日

7 
27月

お問合せ　白馬村役場　税務課　固定資産税担当　電話：0261-85-0712

本
号
で
は
、税
額
が
ど
の
様
な
手
順
で
決
定
さ
れ

る
の
か
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

税
額
算
定
の
あ
ら
ま
し

①�

総
務
大
臣
が
定
め
た
固
定
資
産
評
価
基
準
に
基

づ
い
て
固
定
資
産
を
評
価
し
、白
馬
村
長
が
そ
の

価
格
を
決
定
し
、そ
の
価
格
を
基
に「
課
税
標
準

額
」を
算
定
し
ま
す
。（
課
税
標
準
額
を
算
定
す
る

ま
で
の
過
程
に
つ
い
て
は
、土
地
・
家
屋
・
償
却
資

産
に
分
け
て
次
回
以
降
で
詳
し
く
解
説
し
ま
す
。）

　
　②�

課
税
標
準
額
×
税
率（
1.4
％
）＝
税
額
と
な
り
ま

す
。

　

同
一
人
が
所
有
す
る
す
べ
て
の
土
地
の
課
税
標

準
の
合
計
額
、す
べ
て
の
家
屋
の
課
税
標
準
の
合
計

額
、す
べ
て
の
償
却
資
産
の
課
税
標
準
の
合
計
額
が

そ
れ
ぞ
れ
次
の
金
額
に
満
た
な
い
場
合
に
は
、固
定

資
産
税
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
　
（
土　
　
地
）	

三
〇
万
円

　
　
（
家　
　
屋
）	

二
〇
万
円

　
　
（
償
却
資
産
）	

一
五
〇
万
円

　
　③�

税
額
等
を
記
載
し
た
納
税
通
知
書
を
、４
月
上
旬

に
発
送
し
ま
す
。

　

土
地
と
家
屋
に
つ
い
て
は
３
年
ご
と
に
新
た
な

評
価
を
行
い
ま
す
。こ
の
３
年
に
１
度
行
わ
れ
る
新

た
な
評
価
の
こ
と
を『
評
価
替
え
』と
言
い
ま
す
。原

則
は
３
年
間
評
価
が
据
置
き
と
な
り
ま
す
が
、地
価

の
下
落
や
、地
目
の
変
更
、家
屋
の
増
築
な
ど
に
よ
っ

て
価
格
が
修
正
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

本
来
で
あ
れ
ば
毎
年
評
価
替
え
を
行
い
、そ
の
結

果
を
基
に
課
税
を
行
う
こ
と
が
理
想
的
で
す
が
、白

馬
村
内
に
あ
る
膨
大
な
土
地
と
建
物
に
つ
い
て
毎

年
評
価
を
見
直
す
こ
と
は
、実
務
的
に
不
可
能
で
あ

る
こ
と
や
、課
税
事
務
の
簡
素
化
を
図
り
徴
税
コ
ス

ト
を
最
小
に
抑
え
る
必
要
も
あ
る
こ
と
か
ら
、３
年

ご
と
に
価
格
を
見
直
す
制
度
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。

償
却
資
産
に
つ
い
て
は
、毎
年
１
月
１
日
現
在
の

状
況
を
１
月
31
日
ま
で
に
申
告
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
れ
に
基
づ
き
、毎
年
評
価
し
、そ
の
価
格
を
決
定

し
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ　
固
定
資
産
税　

～
令
和
３
年
度
評
価
替
え
に
向
け
て
②
／
⑩
～
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お問合せ　白馬村役場　総務課総務係　電話：0261-72-7002

お問合せ　白馬村役場　総務課企画調査係　電話：0261-72-7002

戸
別
受
信
機
の
申
込
は
お
済
で
す
か
？
7
月
に
な
り
、梅
雨

前
線
に
よ
る
大
雨
が
多
い
季
節
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
今
回
の

防
災
行
政
情
報
配
信
シ
ス
テ
ム
の
更
新
事
業
は
、風
雨
で
の
災

害
時
に
お
い
て
、屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
の
声
が
住
民
の
皆
様
に
届

き
に
く
い
と
い
う
弱
点
が
あ
る
こ
と
か
ら
、戸
別
受
信
機
を
設

置
希
望
の
あ
る
全
て
の
世
帯
へ
１
台
ず
つ
配
布
を
行
う
方
針
で

進
め
て
い
ま
す
。

現
在
、行
政
区
ご
と
に
６
月
か
ら
年
内
ま
で
を
目
途
に
設
置

工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。
戸
別
受
信
機
の
申
込
に
つ
い
て
は
、

随
時
受
付
が
可
能
で
す
の
で
、白
馬
村
役
場
総
務
課
ま
で
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

※�

電
波
の
受
信
が
弱
い
お
宅
で
は
確
実
に
中
継
局
か
ら
の
電
波

を
受
信
さ
せ
る
た
め
、専
用
の
外
部
ア
ン
テ
ナ
を
設
置
い
た

し
ま
す
。こ
の
場
合
、ア
ン
テ
ナ
か
ら
戸
別
受
信
機
ま
で
の
配

線
工
事
が
必
要
と
な
り
ま
す
。外
部
ア
ン
テ
ナ
は
家
の
外
壁

面
に
取
り
付
け
ま
す
。同
軸
ケ
ー
ブ
ル
の
敷
設
は
既
設
の
貫

通
口
を
使
用
す
る
よ
う
に
し
ま

す
が
、場
合
に
よ
っ
て
は
引
き
込

み
口
に
穴
を
あ
け
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。（
工
事
後
防
水
処
理

を
施
し
ま
す
。）

出
水
期
に
入
り
、
風
雨
に
よ

る
災
害
の
起
こ
り
や
す
い
時
期

と
な
り
ま
す
の
で
、予
め
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
参
考
に
ご
自
身
に

あ
っ
た
避
難
方
法
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

白
馬
村
ふ
る
さ
と
人
材
奨
学
金
返
還
補

助
事
業
で
は
、今
年
度
の
補
助
金
の
登
録
の

受
付
を
開
始
し
ま
す
。
登
録
の
受
付
期
間
は

令
和
２
年
8
月
1
日（
土
曜
日
）～
令
和
２

年
11
月
30
日（
月
曜
日
）ま
で
と
な
り
ま
す
。

申
請
に
必
要
と
な
る
様
式
は
、総
務
課

窓
口
で
受
け
取
る
か
、行
政
H
P（
白
馬
村

の
未
来
を
担
う
国
際
観
光
人
材
育
成
事
業

で
検
索
）か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
白
馬
村
ふ
る
さ
と
人
材
奨
学
金
返
還
補

助
事
業
と
は
？
？

　
白
馬
村
の
基
幹
産
業
で
あ
る
観
光
業
の

発
展
を
担
う
若
者
の
U
タ
ー
ン
・
定
住
を

支
援
す
る
た
め
、白
馬
高
校
を
卒
業
後
に

奨
学
金
の
貸
与
を
受
け
て
大
学
等
の
高
等

教
育
機
関
に
進
学
し
、村
内
に
事
業
所
を

有
す
る
観
光
に
関
連
す
る
企
業
等
に
就
職

し
た
方
を
対
象
と
し
て
、奨
学
金
の
返
還

を
助
成
し
ま
す
。

〇
補
助
金
額

　
補
助
対
象
者
が
返
還
す
る
奨
学
金
の
返

還
額
と
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、一
年
度
当
た
り
の
上
限
額
は

20
万
円
と
し
ま
す
。

〇
補
助
対
象
期
間

　
奨
学
金
の
返
還
開
始
か
ら
5
年
間

　

た
だ
し
、登
録
が
返
還
開
始
日
以
後
の

場
合
は
、補
助
金
交
付
申
請
年
度
の
4
月

ま
た
は
就
職
月
の
い
ず
れ
か
遅
い
月
か
ら

起
算
し
て
5
年
間
と
し
ま
す
。

〇
補
助
対
象
者

　
次
の
要
件
を
す
べ
て
の
満
た
す
方

１
．�大
学
等
の
修
学
の
た
め
に
奨
学
金
の

貸
与
を
受
け
た
方

２
．�白
馬
村
内
に
事
業
所
を
有
す
る
観
光

に
関
連
す
る
企
業
等
と
正
規
雇
用
の

契
約
を
結
び
、勤
務
し
て
い
る
方

３
．�申
請
年
度
に
白
馬
村
内
に
住
所
を
有

し
、定
住
す
る
意
思
を
有
す
る
方

４
．�登
録
申
請
年
度
の
末
日
時
点
で
年
齢

が
満
30
歳
未
満
の
方

５
．奨
学
金
の
返
還
に
滞
納
が
な
い
方

６
．村
税
等
の
滞
納
が
な
い
方

詳
し
い
申
請
方
法
に
つ
い
て
は
、役
場

総
務
課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

白
馬
村
ふ
る
さ
と
人
材
奨
学
金
返
還
補
助
事
業

応
募
受
付
開
始
の
お
知
ら
せ

シ
リ
ー
ズ　
防
災
行
政
無
線
設
備
の

更
新
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
！　
Vol.4
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シ
リ
ー
ズ　
白
馬
村
マ
ナ
ー
条
例
①

知
っ
て
い
ま
す
か
？
美
し
い
村
と
快
適
な
生
活
環
境
を
守
る
条
例（
通
称：白
馬
村
マ
ナ
ー
条
例
）

昨
今
の
白
馬
村
は
、国
内
か
ら
訪
れ
る
お
客
さ
ま
は
も
と
よ
り
住
民
も
多
様
な
方
々
が
集
ま
り
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
、村
で
は
平
成
27
年
12
月
に
、村
民
憲
章
の
精
神
を
尊
重
し
て
、関
係
す
る
全
て
の
人
々
が
幸
せ
を
感
じ
て
快
適
に
過
ご
せ
る
村
づ

く
り
を
目
指
す
た
め
に
、社
会
の
一
員
と
し
て
守
る
べ
き
ル
ー
ル
を
定
め
た
通
称
：
白
馬
村
マ
ナ
ー
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。
振
り
返
り
と
周
知
の
た
め
に
、

改
め
て
シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

美
し
い
村
と
快
適
な
生
活
環
境
を
守
る
条
例

目
次

　
前
文

　
第
１
章　
総
則（
第
１
条
―
第
７
条
）

　
第
２
章　
禁
止
行
為
等（
第
８
条
―
第
15
条
）

　
第
３
章　
啓
発
及
び
村
民
活
動
の
促
進（
第
16
条
・
第
17
条
）

　
第
４
章　
補
則（
第
18
条
―
第
20
条
）

附
則白

馬
村
は
、雄
大
な
北
ア
ル
プ
ス
白
馬
連
峰
の
麓
、た
ぐ
い
ま
れ

な
山
岳
景
観
と
、四
季
折
々
の
豊
か
で
美
し
い
自
然
に
恵
ま
れ
た
山

間
の
村
で
す
。

先
代
住
民
は
、風
雪
に
耐
え
、厳
し
い
自
然
環
境
の
中
で
生
活
を

し
て
い
ま
し
た
が
、美
し
い
山
岳
景
観
を
求
め
て
登
山
客
や
ス
キ
ー

客
が
大
勢
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
、今
日
で
は
、観
光
を
主
産
業
と
す

る
世
界
水
準
の
リ
ゾ
ー
ト
地
を
目
指
す
村
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
時
代
の
流
れ
の
中
で
、人
口
は
増
加
し
、ま
た
海
外

か
ら
の
観
光
客
の
増
加
な
ど
に
よ
っ
て
、ニ
ー
ズ
の
多
様
化
や
モ
ラ

ル
の
低
下
を
招
き
、社
会
規
範
を
無
視
し
た
行
動
や
ル
ー
ル
の
理
解

不
足
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
、い
わ
ゆ
る
迷
惑
行
為
が
増
加
す
る
結
果
と

な
っ
て
い
ま
す
。

白
馬
村
村
民
憲
章
で
は
、「
美
し
い
山
河
を
守
り
住
み
よ
い
村
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う
」「
白
馬
の
土
と
人
を
愛
し
来
訪
者
を
あ
た
た
か

く
迎
え
ま
し
ょ
う
」と
謳
っ
て
い
ま
す
。
白
馬
村
は
、村
民
憲
章
の

精
神
を
尊
重
し
て
、関
係
す
る
全
て
の
人
々
が
幸
せ
を
感
じ
て
快
適

に
過
ご
せ
る
村
づ
く
り
を
目
指
す
た
め
に
、こ
こ
に
社
会
の
一
員
と

し
て
守
る
べ
き
ル
ー
ル
を
定
め
た
条
例
を
制
定
し
ま
す
。

第
１
章　
総
則

（
目
的
）

第
１
条 �

こ
の
条
例
は
、本
村
が
山
岳
観
光
地
と
し
て
美
し
く
良
好

な
環
境
を
有
し
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、基
本
理
念
並
び
に
村
、

村
民
等
、土
地
所
有
者
等
及
び
事
業
者
そ
れ
ぞ
れ
の
責
務

を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、モ
ラ
ル
向
上
と
マ
ナ
ー
遵

守
の
た
め
に
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、快
適

な
生
活
環
境
の
確
保
を
図
り
、も
っ
て
良
好
な
環
境
の
保

全
及
び
創
造
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
基
本
理
念
）

第
２
条 �

美
し
い
村
と
快
適
な
生
活
環
境
の
確
保
は
、次
に
掲
げ
る

基
本
理
念
に
基
づ
き
推
進
す
る
も
の
と
す
る
。

（
1
）�村
民
と
白
馬
村
を
訪
れ
る
人
は
、そ
れ
ぞ
れ
他
人
を
思
い
や
り
、

お
互
い
が
快
適
に
安
心
し
て
過
ご
せ
る
山
岳
観
光
地
を
目
指

し
、モ
ラ
ル
の
向
上
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
2
）�村
、村
民
等
及
び
事
業
者
が
相
互
に
協
力
し
、自
分
た
ち
の
村

は
自
分
た
ち
の
手
で
美
し
く
す
る
こ
と
を
目
標
に
、清
潔
で
美

し
い
白
馬
村
を
つ
く
る
。

（
3
）�本
村
を
訪
れ
る
人
を
気
持
ち
よ
く
迎
え
る
た
め
に
、地
域
を
美

し
く
手
入
れ
す
る「
も
て
な
し
の
村
づ
く
り
」に
努
め
、豊
か
な

地
域
社
会
を
形
成
す
る
。

（
定
義
）

第
３
条 �

こ
の
条
例
に
お
い
て
、次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、

そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
1
）�村
民
等　
本
村
に
居
住
し
、勤
務
し
、若
し
く
は
通
学
し
、又
は

本
村
に
滞
在
し
、若
し
く
は
本
村
を
通
過
す
る
者
を
い
う
。

（
2
）�土
地
所
有
者
等　
村
内
に
土
地
又
は
建
物
を
所
有
し
、占
有
し
、

又
は
管
理
す
る
者
を
い
う
。

（
3
）�事
業
者　
本
村
で
事
業
活
動
を
行
う
法
人
、団
体
及
び
個
人
を

い
う
。

（
4
）�深
夜　
午
後
10
時
か
ら
翌
日
の
午
前
６
時
ま
で
を
い
う
。

（
5
）�花
火　

火
薬
類
取
締
法（
昭
和
25
年
法
律
第
1
4
9
号
）第
２

条
第
２
項
に
規
定
す
る
玩
具
煙
火
を
い
う
。

（
6
）�公
共
の
場
所
等　
道
路
、河
川
、公
園
、広
場
そ
の
他
の
公
共
の

用
に
供
さ
れ
る
場
所
及
び
自
己
以
外
の
者
が
所
有
し
、占
有
し
、

又
は
管
理
す
る
場
所
を
い
う
。

（
7
）�喫
煙　

た
ば
こ
を
吸
う
こ
と
及
び
火
の
つ
い
た
た
ば
こ
を
所

持
す
る
こ
と
を
い
う
。

（
8
）�飼
い
犬
等　

人
が
飼
育
し
、又
は
管
理
す
る
犬
、猫
そ
の
他
の

動
物
を
い
う
。

（
9
）�自
動
車
等　

道
路
運
送
車
両
法（
昭
和
26
年
法
律
第
1
8
5

号
）第
２
条
第
２
項
に
規
定
す
る
自
動
車
及
び
道
路
運
送
車
両

法
施
行
規
則（
昭
和
26
年
運
輸
省
令
第
74
号
）第
１
条
第
２
項

に
規
定
す
る
第
２
種
原
動
機
付
自
転
車
を
い
う
。

（
10
）�放
置　

自
動
車
等
が
正
当
な
権
原
に
基
づ
き
置
く
こ
と
を
認
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め
ら
れ
た
土
地
以
外
の
場
所
に
相
当
の
期
間
に
わ
た
り
置
か

れ
て
い
る
こ
と
を
い
う
。

（
11
）�空
き
家
等　

村
内
に
存
す
る
建
築
物
で
あ
っ
て
居
住
そ
の
他

の
使
用
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
常
態
で
あ
る
も
の
及
び

そ
の
敷
地
を
い
う
。

（
12
）�広
報
等　
広
報
は
く
ば
、白
馬
村
行
政
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及

び
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
白
馬
を
い
う
。

（
村
の
責
務
）

第
４
条 �

村
は
、こ
の
条
例
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、迷
惑
行
為
の

な
い
快
適
で
良
好
な
生
活
環
境
の
確
保
に
必
要
な
施
策
を

計
画
的
に
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２ �

村
は
、村
民
等
、土
地
所
有
者
等
及
び
事
業
者
に
対
し
て
、迷
惑

行
為
が
な
い
快
適
で
良
好
な
生
活
環
境
を
確
保
す
る
こ
と
に
関

し
理
解
を
求
め
、前
項
に
規
定
す
る
施
策
の
周
知
を
図
る
と
と

も
に
、自
主
的
な
取
組
の
促
進
を
図
る
責
務
を
有
す
る
。

（
村
民
等
の
責
務
）

第
５
条 �

村
民
等
は
、自
ら
モ
ラ
ル
向
上
と
マ
ナ
ー
遵
守
に
努
め
、迷

惑
行
為
の
な
い
快
適
で
良
好
な
生
活
環
境
の
確
保
に
努
め

る
も
の
と
す
る
。

２ �

村
民
等
は
、こ
の
条
例
に
定
め
る
禁
止
行
為
の
防
止
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、こ
の
条
例
の
目
的
を
達
成
す
る
た

め
に
実
施
す
る
村
の
施
策
に
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
土
地
所
有
者
等
の
責
務
）

第
６
条 �

土
地
所
有
者
等
は
、そ
の
所
有
し
、占
有
し
、又
は
管
理
す

る
土
地
又
は
建
物
及
び
そ
の
周
辺
の
環
境
美
化
に
努
め
る

と
と
も
に
、こ
の
条
例
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
実
施

す
る
村
の
施
策
に
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
事
業
者
の
責
務
）

第
７
条 �

事
業
者
は
、そ
の
事
業
活
動
に
よ
っ
て
良
好
な
生
活
環
境

を
損
な
う
こ
と
の
な
い
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２ �

事
業
者
は
、こ
の
条
例
に
定
め
る
禁
止
行
為
の
防
止
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、村
民
等
に
周
知
を
図
る
な
ど
、こ
の

条
例
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
実
施
す
る
村
の
施
策
に
協
力

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
２
章　
禁
止
行
為
等

（
空
き
缶
等
の
投
棄
等
禁
止
）

第
８
条 �

何
人
も
、空
き
缶
、空
き
瓶
、ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、た
ば
こ
の
吸

い
殻
そ
の
他
の
廃
棄
物
を
投
棄
し
、又
は
放
置
し
て
は
な

ら
な
い
。

（
深
夜
の
花
火
禁
止
）

第
９
条 

何
人
も
、深
夜
に
お
い
て
、花
火
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
路
上
ス
キ
ー
の
禁
止
）

第
10
条 �

何
人
も
、道
路
に
お
い
て
、ス
キ
ー
や
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
を
し
、

又
は
こ
れ
ら
に
類
す
る
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
歩
行
中
の
喫
煙
及
び
飲
酒
の
禁
止
）

第
11
条 �

何
人
も
、公
共
の
場
所
等
に
お
い
て
、歩
行
中
に
喫
煙
し
て

は
な
ら
な
い
。

２ 

何
人
も
、道
路
に
お
い
て
、歩
行
中
に
飲
酒
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
飼
い
犬
等
の
ふ
ん
の
放
置
禁
止
）

第
12
条 �

何
人
も
、飼
い
犬
等
の
ふ
ん
を
公
共
の
場
所
等
に
放
置
し
、

又
は
投
棄
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
酒
類
の
提
供
禁
止
）

第
13
条 �

酒
類
の
提
供
を
伴
う
飲
食
店
は
、午
前
２
時
を
過
ぎ
て
営

業
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
。

（
自
動
車
等
の
放
置
禁
止
）

第
14
条 �
何
人
も
、自
動
車
等
を
放
置
し
、若
し
く
は
放
置
さ
せ
て
は

な
ら
な
い
。ま
た
、こ
れ
を
放
置
し
、若
し
く
は
放
置
さ
せ

よ
う
と
す
る
者
に
協
力
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
空
き
家
等
の
適
正
管
理
）

第
15
条 �

空
き
家
等
を
所
有
し
、占
有
し
、又
は
管
理
す
る
者
は
、当

該
空
き
家
等
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
状
態

に
な
ら
な
い
よ
う
、適
正
に
管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
1
）�草
木
の
繁
茂
、害
虫
の
発
生
又
は
野
良
犬
や
野
良
猫
の
住
み
か

に
な
る
こ
と
等
に
よ
り
、当
該
空
き
家
等
周
囲
の
生
活
環
境
に

支
障
を
及
ぼ
す
状
態

（
2
）�ご
み
の
不
法
投
棄
を
誘
発
し
、又
は
犯
罪
若
し
く
は
火
災
の
発

生
を
誘
発
す
る
な
ど
、村
民
等
の
生
活
環
境
に
支
障
を
き
た
す

状
態

（
3
）�空
き
家
等
が
倒
壊
し
又
は
空
き
家
等
に
用
い
ら
れ
た
建
築
資

材
が
飛
散
若
し
く
は
剥
落
に
よ
り
、人
の
生
命
、身
体
又
は
財

産
に
危
害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
状
態

（
4
）�前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、周
囲
の
良
好
な
生
活
環
境
を

著
し
く
損
な
う
状
態

第
３
章　
啓
発
及
び
村
民
活
動
の
促
進

（
啓
発
活
動
）

第
16
条 �

村
は
、迷
惑
行
為
の
な
い
快
適
で
良
好
な
生
活
環
境
を
確

保
す
る
た
め
、広
報
等
に
よ
る
啓
発
活
動
そ
の
他
の
施
策

を
関
係
機
関
と
連
携
し
て
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。

（
村
民
活
動
の
促
進
）

第
17
条 �

村
は
、村
民
等
、土
地
所
有
者
等
及
び
事
業
者
に
よ
る
モ
ラ

ル
向
上
と
マ
ナ
ー
遵
守
に
関
す
る
自
発
的
な
活
動
を
促
進

す
る
た
め
、必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

第
４
章　
補
則

（
指
導
又
は
勧
告
）

第
18
条 �

村
長
は
、第
８
条
か
ら
第
15
条
の
規
定
に
違
反
し
た
者
に

対
し
、当
該
違
反
行
為
を
中
止
し
、又
は
是
正
す
る
た
め
に

必
要
な
指
導
又
は
勧
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
命
令
）

第
19
条 �

村
長
は
、前
条
の
規
定
に
よ
る
指
導
又
は
勧
告
を
受
け
た

者
が
、正
当
な
理
由
な
く
村
長
の
指
導
又
は
勧
告
に
従
わ

な
い
と
き
は
、そ
の
者
に
対
し
、当
該
指
導
又
は
勧
告
に
従

う
よ
う
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
委
任
）

第
20
条 �

こ
の
条
例
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、こ
の
条
例
の
施
行
に

関
し
必
要
な
事
項
は
、村
長
が
別
に
定
め
る
。

附　
則

（
施
行
期
日
）

１ 

こ
の
条
例
は
、公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
白
馬
村
を
き
れ
い
に
す
る
条
例
の
廃
止
）

２ �

白
馬
村
を
き
れ
い
に
す
る
条
例（
平
成
９
年
条
例
第
１
号
）は
、

廃
止
す
る
。

お問合せ　白馬村役場　総務課総務係　電話：0261-72-7002白馬村マナー条例 検 索
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地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
報
告　

Vol.10

白
馬
高
校
支
援
係 

ハ
ウ
ス
マ
ス
タ
ー 

上
山
・
筒
井

し
ろ
う
ま
パ
ル
ハ
ウ
ス
女
子
寮
で
は
、県
外
生
の
段
階
的

受
入
が
功
を
な
し
、コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者
を
出
す
こ

と
な
く
６
月
半
ば
現
在
を
迎
え
て
い
ま
す
。
入
寮
式
や
歓

迎
会
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、全
員
揃
っ
た
寮
は
賑
や
か

さ
を
取
り
戻
し
、寮
内（
家
の
中
）で
常
に
マ
ス
ク
を
着
用

す
る
と
い
う
特
殊
な
環
境
に
寮
生
な
り
に
順
応
し
よ
う
と

努
力
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

７
月
は
、過
ご
し
や
す
さ
を
意
識
し
た
環
境
と
、今
年
度

初
の
学
期
試
験
に
向
け
た
学
習
環
境
と
を
整
え
、密
を
避
け

た
寮
イ
ベ
ン
ト
も
行
っ
て
い
く
所
存
で
す
。

総
務
課　
移
住
・
定
住
担
当　
大
石

移
住
担
当
者
間
で
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
打
合
せ
等
を
進
め

て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
特
別
定
額
給
付
金
受
付
の
補
助
業

務
、特
定
外
来
種
の
駆
除
作
業
や
地
区
作
業
の
手
伝
い
等
を

順
次
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、猟
友
会
で
の
有
害
鳥
獣
駆
除

に
も
可
能
な
限
り
参
加
し
て
い
ま
す
。
様
々
な
仕
事
や
作

業
を
通
し
て
移
住
希
望
者
等
へ
的
確
な
地
域
の
実
情
を
伝

え
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

 

観
光
課
付　
白
馬
村
観
光
局
派
遣　
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
担
当　
清
宮

村
内
各
施
設
が
徐
々
に
営
業
を
開
始
し
た
た
め
、各
地
の

撮
影
に
出
向
き
S
N
S
に
て
情
報
発
信
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、観
光
局
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
の
開
発
・
販
売
・
商
品
撮

影
を
日
々
実
施
。
新
商
品
と
し
て
村
男
ス
テ
ッ
カ
ー
を
販

売
中
で
す
。（
ラ
ン
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
観
光
局
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
で
も
販
売
中
）

ま
た
、人
気
ア
ウ
ト
ド
ア
ブ
ラ
ン
ド
と
白
馬
村
と
の
コ

ラ
ボ
商
品
を
多
数
入
荷
し
、観
光
局
S
T
O
R
E
S（
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
）に
て
好
評
発
売
中
で
す
。
今
後
も
続
々

と
新
商
品
が
出
品
予
定
で
す
。
観
光
客
の
み
な
ら
ず
、村
内

の
皆
様
に
も
是
非
ご
利
用
い
た
だ
け
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。

公
営
塾「
し
ろ
う
ま
學
舎
」　
渡
辺
・
斉
藤
・
山
下

６
月
よ
り
、
白
馬
高
校

の
授
業
が
始
ま
り
塾
生
も

戻
っ
て
来
ま
し
た
。
新
1

年
生
の
塾
生
も
徐
々
に
増

え
て
い
ま
す
。
３
年
生
の

２
ケ
月
の
遅
れ
を
取
り
戻

す
た
め
、
学
習
指
導
や
志

望
理
由
書
作
成
サ
ポ
ー
ト

等
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

塾
で
は
例
年
６
月
に
、

講
師
が
信
大
で
塾
の
紹
介

や
キ
ャ
リ
ア
授
業
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、今
年
は
ネ
ッ

ト
上
で
実
施
し
ま
し
た
。
信
大
生
が
白
馬
に
興
味
を
持
ち
、

P
B
L
合
宿
の
参
加
に
繋
が
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、軽
井
沢
高
校
の
公
営
塾
と
合
同
オ
ン
ラ
イ
ン
探
求

ワ
ー
ク
を
2
回
実
施
し
、し
ろ
う
ま
學
舎
塾
生
3
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

※PBL

…Problem
 Based Learning

（
問
題
解
決
型
学
習
）

お問合せ　白馬村役場　総務課企画調査係　電話：0261-72-7002

北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
職
員
募
集

お
知
ら
せ

申込・お問合せ　北アルプス広域消防本部　電話：0261-22-0688

募
集
内
容

 �

北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
職
員（
令
和
3
年
4

月
採
用
）

▽
職
種　

　
消
防
職
員（
高
校
卒
程
度
）

　

�

※�

採
用
後
、長
野
県
消
防
学
校
に
入
校
し
、

消
防
士
と
し
て
の
初
任
科
教
育
を
修
了

し
た
後
、北
ア
ル
プ
ス
広
域
消
防
本
部
ま

た
は
大
町
消
防
署
、北
部
消
防
署
、南
部

消
防
署
の
い
ず
れ
か
に
勤
務
と
な
り
ま

す
。

▽
採
用
人
員　

　
若
干
名

▽
受
験
資
格

　

�

消
防
職
員（
高
校
卒
程
度
）平
成
7
年
4
月

2
日
か
ら
平
成
15
年
4
月
1
日
に
生
ま
れ

た
高
等
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
が
あ
る
方

で
、北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
管
内
市
町
村（
大

町
市
、池
田
町
、松
川
村
、白
馬
村
、小
谷
村
）

に
居
住
し
て
い
る
人
、又
は
、令
和
3
年
4

月
以
降
に
北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
管
内
市

町
村
に
居
住
で
き
る
人

▽
試
験
日　

　
第
一
次　
10
月
18
日（
日
曜
日
）

　
第
二
次　
11
月
下
旬

▽
受
験
申
込
受
付
期
間　

　

�

8
月
3
日（
月
曜
日
）か
ら
9
月
7
日（
月
曜

日
）ま
で
※
土
日
を
除
く
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近
年
の
物
価
の
高
騰
に
よ
り
、今
ま
で
の
金
額
で
は
子
ど
も
た

ち
に
必
要
な
栄
養
価
と
食
の
楽
し
み
を
提
供
す
る
の
が
困
難
に

な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、令
和
2
年
度
か
ら
１
食
あ
た
り
の
単
価

を
上
げ
、そ
れ
に
よ
る
保
護
者
負
担
分
は
地
産
地
消
対
策
と
し
て

村
が
負
担
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た（
家
庭
の
負
担
額
は
変
わ
り

ま
せ
ん
）。

小
学
校
は　
1
食　
2
8
0
円（
家
庭
負
担
）＋
10
円（
地
産
地
消

対
策
と
し
て
村
が
負
担
）

中
学
校
は　
1
食　
3
2
5
円（
家
庭
負
担
）＋
20
円（
地
産
地
消

対
策
と
し
て
村
が
負
担
）

第
3
子
以
降
は
免
除（
全
額
村
が
負
担
）

※�

学
校
給
食
費
の
お
支
払
い
は
口
座
振
替
の
み
の
対
応
と
な
り

ま
す（
村
内
の
5
つ
の
金
融
機
関
の
み
。事
前
に
口
座
の
開
設

を
し
て
下
さ
い
。）。

※�

口
座
振
替
の
手
数
料
は
白
馬
村
が
負
担
し
ま
す（
保
護
者
負
担

は
あ
り
ま
せ
ん
）。

学
校
給
食
が
少
し
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す

令
和
2
年
度
に
お
け
る
自
衛
官
候
補
生
及
び
自
衛
官
の
募
集

に
つ
い
て

お問合せ　白馬村役場　白馬村学校給食センター　電話：0261-72-5143

お問合せ　自衛隊長野地方協力本部松本地域事務所・広報センター「信濃」
　松本市深志 2-6-5　マルナカ深志ビル 1F　電話：0263-36-2787

防衛省では、下記の予定で令和 2年度各募集種目の受付及び採用試験を実施します。

募集種目 採用予定人数 応募資格 受付期間 試験時期

自衛官候補生

陸　2,791 名
（うち女子 980名）
海　　448名
（うち女子 100名）
空　1,531 名
（うち女子 250名）

18歳以上 33歳未満（32歳の
者は採用予定月 1日から起算
して 3月に達する日の翌日の
末日現在、33 歳に達していな
い者）で、日本国籍を有し、か
つ自衛隊法第 38条第 1項に規
定する欠格事項に該当しない
者。

年間を通じ
て受付 受付時にお知らせ

一般曹候補生

陸　4,000 名
（うち女子 270名）
海　1,500 名
（うち女子 200名）
空　1,000 名
（男女区分無）

18 歳以上 33 歳未満（32 歳
の者は採用予定月の末日現在、
33 歳に達していない者）で、
日本国籍を有し、かつ自衛隊法
第 38条第 1項に規定する欠格
事項に該当しない者。

前期
　3～ 7月
後期
　7～ 9月

前期
　1次	 6 ～ 7月
　2次	 7 ～ 8月
後期
　1次	 9 月
　2次	 10 月

航空学生

海　74名
（うち女子若干名）
空　72名
（男女区分無）

令和 3年 4 月 1 日現在、海上
自衛隊は、18 歳以上 21 歳未
満の者で、高等学校等の所定の
資格を有する者で、日本国籍を
有し、かつ自衛隊法第 38条第
1項に規定する欠格事項に該当
しない者。

　7～ 9月
　1次	 9 月
　2次	 10 月
　3次	 11 ～ 12月

試験日や試験科目等の詳しい内容は、次の問合せ先へお問合せください。
※役場総務課にて案内用パンフレットのご用意があります。

中学生
325円

小学生
280円

第３子～
無料



12

原
野
商
法
に
関
す
る
注
意
喚
起
に
つ
い
て

お問合せ　白馬村役場　総務課　電話：0261-72-5000　大町市消費生活センター　電話：0261-26-3225

消
費
者
宅
を
突
然
訪
問
す
る
な
ど
し
て
、「
あ
な
た
の
土
地

を
売
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
か
。」な
ど
と
い
う
勧
誘
を
き
っ
か
け

に
、そ
れ
ま
で
所
有
し
て
い
た
土
地
と
は
別
の
土
地
を
購
入
さ

せ
ら
れ
、そ
の
際「
諸
経
費
」な
ど
の
名
目
で
多
額
の
お
金
を
だ

ま
し
取
ら
れ
た
と
い
う
相
談
が
、各
地
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

等
に
数
多
く
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

消
費
者
庁
が
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、富
士
建
設
株
式
会
社

が
行
う
取
引
に
お
い
て
、消
費
者
の
利
益
を
不
当
に
害
す
る
恐

れ
の
あ
る
行
為（
不
実
告
知
）を
確
認
し
た
た
め
、消
費
者
安
全

法（
平
成
21
年
法
律
第
50
号
）第
38
条
第
1
項
の
規
定
に
基
づ

き
、消
費
者
被
害
の
発
生
又
は
拡
大
の
防
止
に
資
す
る
情
報
を

公
表
し
、消
費
者
の
皆
様
に
注
意
を
呼
び
か
け
ま
す
。

１　
事
業
者
の
概
要（
注
１
）

名　
称

富
士
建
設
株
式
会
社

（
法
人
番
号
7
0
1
0
0
0
1
1
9
1
5
4
1
）（
注
２
）

所
在
地

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
蛎
殻
町
一
丁
目
３
９
番
２
号

代
表
者

藤
野　
加
晟

（
注
１
）商
業
登
録
さ
れ
て
い
る
内
容
で
す
。

（
注
２
）�同
名
又
は
類
似
名
の
事
業
者
と
間
違
え
な
い
よ
う
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

２　
具
体
的
な
事
例
の
概
要

富
士
建
設
が
、消
費
者
に
金
銭
な
ど
の
被
害
を
も
た
ら
す
典

型
的
な
手
口
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
１
）�最
初
は「
あ
な
た
の
土
地
を
売
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
か
」な

ど
と
、土
地
の
売
却
を
勧
誘
し
ま
す
。

（
２
）�消
費
者
が
土
地
の
売
却
の
契
約
を
締
結
す
る
際
に
、言
葉

巧
み
に
、ま
っ
た
く
別
の
土
地
を
消
費
者
に
購
入
さ
せ
る

契
約
を
勧
誘
し
、消
費
者
に
両
方
の
契
約
を
締
結
さ
せ
ま

す
。

（
３
）�そ
の
際
に
、土
地
の
売
買
に
必
要
な「
諸
経
費
」な
ど
と
称

し
て
、多
額
の
金
銭
を
要
求
し
ま
す
。

（
４
）�消
費
者
が
購
入
し
た
土
地
が
売
れ
る
こ
と
は
な
く
、「
諸

経
費
」な
ど
の
名
目
で
支
払
っ
た
金
銭
も
返
っ
て
き
ま
せ

ん
。

３　
消
費
者
庁
が
確
認
し
た
事
実

（
１
）�富
士
建
設
の
営
業
員
は
、同
社
が
所
有
す
る
土
地
を
消
費

者
に
購
入
さ
せ
る
際
に
、「
土
地
を
売
っ
て
い
た
だ
く
に

は
条
件
が
あ
っ
て
、弊
社
が
所
有
し
て
い
る
土
地
を
〇
〇

円
で
買
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
す
。こ
の
土
地
は
買
っ
て
く

れ
る
人
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。」な
ど
と
、あ
た
か
も
そ
の

土
地
に
つ
い
て
、消
費
者
が
購
入
す
る
価
格
と
同
額
で
購

入
を
希
望
す
る
買
い
手
が
決
ま
っ
て
い
て
、そ
の
買
い
手

が
、近
い
将
来
に
必
ず
、消
費
者
が
購
入
す
る
価
格
と
同

額
で
そ
の
土
地
を
買
っ
て
く
れ
る
か
の
よ
う
に
消
費
者
に

告
げ
て
購
入
さ
せ
、そ
の
際
、「
諸
経
費
」な
ど
の
名
目
で

多
額
の
金
銭
を
支
払
わ
せ
て
い
ま
し
た
。

　
　

�
し
か
し
、実
際
に
は
、富
士
建
設
が
称
す
る
土
地
に
つ
い
て
、

消
費
者
が
購
入
し
た
価
格
と
同
額
で
購
入
を
希
望
す
る
買

い
手
は
存
在
せ
ず
、よ
っ
て
、そ
の
土
地
の
売
却
に
必
要

な「
諸
経
費
」な
ど
が
発
生
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た（
不
実
告
知
）。

（
２
）�富
士
建
設
は
、現
在
も
宅
地
建
物
取
引
業
者
と
し
て
登
録

さ
れ
て
お
り
、今
後
、同
社
の
行
為
に
よ
り
消
費
者
被
害

が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。仮
に
、富
士
建
設
が

営
業
を
や
め
た
と
し
て
も
、同
様
の
手
法
に
よ
る
被
害
は
、

こ
れ
ま
で
も
多
数
発
生
し
て
お
り
、今
後
、同
種
ま
た
は

類
似
の
消
費
者
被
害
が
発
生
す
る
蓋
然
性
は
高
い
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

（
３
）�ま
た
、す
で
に
契
約
を
し
て
金
銭
を
支
払
っ
た
消
費
者
の

中
に
は
、突
然
電
話
が
か
か
っ
て
き
て
、「
あ
な
た
は
騙
さ

れ
て
い
ま
す
。富
士
建
設
に
払
っ
た
お
金
を
取
り
戻
し
て

あ
げ
ま
す
。」な
ど
と
告
げ
ら
れ
る
消
費
者
も
お
り
、更
な

る
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
る
可
能
性
の
あ
る
行
為
が
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。

４　
皆
様
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

〇�

突
然
、消
費
者
宅
を
訪
問
し
た
り
し
て
土
地
の
売
却
を
勧
誘

し
て
く
る
事
業
者
の
信
用
性
に
つ
い
て
は
、慎
重
に
確
認
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。そ
の
よ
う
な
勧
誘
を
受
け
た
場
合
に

は
、す
ぐ
に
判
断
せ
ず
、ま
ず
、家
族
・
知
人
・
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
等
に
相
談
し
、信
用
で
き
る
業
者
か
ど
う
か
判
断
し
ま

し
ょ
う
。

〇�

取
引
に
つ
い
て
少
し
で
も
不
安
に
思
っ
た
ら
、契
約
し
た
り

金
銭
を
支
払
っ
た
り
す
る
前
に
、消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
等
や

警
察
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

�

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
等
で
は
、消
費
者
か
ら
相
談
を
受
け
、

ト
ラ
ブ
ル
解
決
の
た
め
の
助
言
や
必
要
に
応
じ
て
あ
っ
せ
ん

を
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。

公表内容に関する問合せ先
　消費者庁消費者政策課財産被害対策室
　電　話　０３－３５０７－９１８７
　ＦＡＸ　０３－３５０７－７５５７

相談の窓口のご案内
●�消費者ホットライン（最寄りの消費者生
活センター等をご案内します。）

●警察相談専用電話
　電話番号１８８（いやや！）　　　　　　
　電話番号＃９１１０

※いずれも
　局番無し



      
      

お問合せ　白馬村役場　住民課住民係　電話：0261-85-0715

お問合せ　白馬村役場　住民課　電話：0261-85-0715

13

7
月
は「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

強
調
月
間
で
す

白馬村指定ごみ袋・白馬山麓清掃センター
指定ごみ袋の使用期間の終了について

社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
と
は

　
す
べ
て
の
国
民
が
、犯
罪
や

非
行
の
防
止
と
犯
罪
を
し
た

人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
、そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、犯
罪

や
非
行
の
な
い
安
全
で
安
心

な
明
る
い
地
域
社
会
を
築
い

て
い
く
全
国
的
な
運
動
で
す
。

7
月
は
法
務
省
が
主
唱
す
る

強
調
月
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　白馬村指定ごみ袋・白馬山麓清掃センター指定ごみ袋は、令
和２年７月31日までしか使用できません。８月１日以降は北
アルプス広域連合指定ごみ袋のみをご使用ください。
　残った白馬村指定ごみ袋につきましては、もえるごみ、もえな
いごみの内袋としてご使用ください。

更正ペンギン
ホゴちゃん（左）・サラちゃん（右）

令和2年7月31日
までしか使えない袋

白馬村指定ごみ袋

白馬山麓清掃センター指定ごみ袋

はく�7月.indd   13 R2/07/10   15:44
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お問合せ　中部電気保安協会　大町営業所　電話：0261-23-2012

お問合せ　白馬村役場　建設課　電話：0261-85-0124

15

8
月
は
電
気
使
用

安
全
月
間

入
札
結
果

扇
風
機
は
使
用
前
に

必
ず
点
検
を

　
夏
を
迎
え
て
湿
気
も
多
く
、

肌
が
汗
ば
む
季
節
に
な
り
ま

し
た
。 

「
災
害
は
時
を
選
ば

ず
」と
い
い
ま
す
が
、毎
年
こ

の
時
期
に
は
感
電
事
故
が
多

く
発
生
し
ま
す
。

　
経
済
産
業
省
で
は
8
月
を

全
国
的
に「
電
気
使
用
安
全

月
間
」と
し
て
、み
な
さ
ん
に

注
意
を
よ
び
か
け
て
い
ま
す
。

ご
家
庭
で
も
安
全
点
検
を
十

分
に
さ
れ
、悪
い
箇
所
は
早
め

に
直
し
ま
し
ょ
う
。

☆
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

• 

電
気
を
使
い
す
ぎ （
過
熱
）

て
い
ま
せ
ん
か
。

• 

傷
ん
だ
電
線
や
コ
ー
ド
を

使
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

• 

洗
濯
機
な
ど
に
ア
ー
ス
は

つ
け
て
あ
り
ま
す
か
。

　
そ
ろ
そ
ろ
扇
風
機
が
活
躍

す
る
季
節
。
安
全
に
使
う
た

め
、十
分
な
点
検
を
行
い
ま

し
ょ
う
。
羽
根
が
回
転
し
な

い
、回
転
が
遅
い
、不
規
則
、

モ
ー
タ
部
が
暑
い
、こ
げ
臭
い

ニ
オ
イ
や
異
常
音
が
す
る
…

な
ど
の
症
状
が
あ
っ
た
ら
要

注
意
。
次
の
ケ
ー
ス
が
考
え

ら
れ
ま
す
。プ
ラ
グ
が
抜
け

て
い
る
、タ
イ
マ
ー
ツ
マ
ミ

が「
切
」に
な
っ
て
い
る
、ガ
ー

ド
が
変
形
し
て
い
る
、ガ
ー
ド

や
羽
根
の
取
り
付
け
が
ゆ
る

ん
で
い
る
、な
ど
。こ
れ
ら
を

チ
ェ
ッ
ク
し
た
上
で
ま
だ
異

常
が
あ
れ
ば
、プ
ラ
グ
を
抜
い

て
使
用
を
中
止
し
て
く
だ
さ

い
。発
煙
・
発
火
の
恐
れ
が
あ

り
ま
す
の
で
、異
常
を
放
置
し

た
ま
ま
無
理
に
使
用
す
る
の

は
や
め
ま
し
ょ
う
。
再
使
用

の
際
に
は
必
ず
販
売
店
等
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎ 

電
気
の
安
全
使
用
に
つ
い

て
の
ご
相
談
は
…

入　 札　 日 令和2年6月16日

工　 事　 名 令和2年度  舗装修繕工事

工 事 箇 所 白馬村  字  飯田

落　 札　 者 有限会社  ダイトー工業

落 札 決 定 額 14,190,000円

入 札 者

株式会社  大糸

姫川建設  株式会社

株式会社  落田

株式会社  白馬三津野

株式会社  宮尾建設

有限会社  東和

有限会社  ダイトー工業

入　 札　 日 令和2年6月16日

工　 事　 名 令和2年度  舗装修繕工事

工 事 箇 所 白馬村  字  飯森

落　 札　 者 有限会社  東和

落 札 決 定 額 10,780,000円

入 札 者

株式会社  大糸

姫川建設  株式会社

株式会社  落田

株式会社  白馬三津野

株式会社  宮尾建設

有限会社  東和

入　 札　 日 令和2年6月16日

工　 事　 名 令和2年度  舗装修繕工事

工 事 箇 所 白馬村  字  みそら野～飯森

落　 札　 者 有限会社  田中建設

落 札 決 定 額 28,930,000円

入 札 者

株式会社  大糸

姫川建設  株式会社

株式会社  落田

株式会社  白馬三津野

有限会社  田中建設

株式会社  宮尾建設

有限会社  東和

有限会社  ダイトー工業

入　 札　 日 令和2年6月16日

工　 事　 名 令和2年度  舗装修繕工事

工 事 箇 所 白馬村  字  和田野

落　 札　 者 姫川建設  株式会社

落 札 決 定 額 11,880,000円

入 札 者

株式会社  大糸

姫川建設  株式会社

株式会社  落田

株式会社  白馬三津野

株式会社  宮尾建設
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8
月
3
日
は
司
法
書
士
の
日

司
法
書
士
事
務
所
に
お
け
る「
相
続
登
記
特
別
無
料
相
談
」を
実
施
し
ま
す

7
月
10
日（
金
曜
日
）か
ら『
自

筆
証
書
遺
言
書
保
管
制
度
』が

始
ま
り
ま
す
！

●
日
　
時： 

　
令
和
2
年
8
月
3
日（
月
曜
日
）～
8
月
7
日（
金
曜
日
）午
前
9
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

●
場
　
所： 

　
県
内
各
司
法
書
士
事
務
所（
事
務
所
に
よ
っ
て
は
電
話
等
に
よ
り
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
）

●
相
談
料：無
料

●
予
　
約： 

　
相
談
を
希
望
す
る
司
法
書
士
事
務
所
に
直
接
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

●
相
談
例： 

　
土
地
音
登
記
名
義
が
先
々
代
の
ま
ま
と
な
っ
て
い
る

 

　
実
家
が
相
続
登
記
を
せ
ず
に
空
き
家
と
な
っ
て
い
る

 

　
妻（
夫
）に
全
財
産
を
相
続
さ
せ
た
い
が
、ど
う
す
れ
ば
…

　
相
続
人
の
中
に
行
方
不
明
の
人
が
い
て
、遺
産
分
割
協
議
が
で
き
な
い

 

　
遺
言
に
つ
い
て
教
え
て
ほ
し
い

●
お
問
合
せ
先：

　 

長
野
県
司
法
書
士
会（
電
話：0
2
6
‐
2
3
2
‐
7
4
9
2
）

※ 

お
近
く
の
司
法
書
士
事
務
所
へ
お
問
合
せ
の
う
え
ご
相
談
く
だ
さ
い
。県
内
の
司
法
書
士
事
務
所

に
つ
い
て
は
、長
野
県
司
法
書
士
会（
0
2
6
‐
2
3
2
‐
7
4
9
2
）へ
お
問
合
せ
い
た
だ
く
か
、

司
法
書
士
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
会
員
名
簿
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
自
分
が
死
亡
し
た
後
、相
続
人
等
に
対
し
、財

産
を
ど
の
よ
う
に
分
配
す
る
か
等
に
つ
い
て
自

分
の
最
終
意
思
を
明
ら
か
に
す
る「
遺
言
」に
は
、

公
証
役
場
で
作
成
す
る「
公
正
証
書
遺
言
」と
遺

言
す
る
人
が
自
筆
で
作
成
し
、自
分
で
そ
の
原

本
を
管
理
す
る「
自
筆
証
書
遺
言
」の
２
つ
の
方

式
が
あ
り
ま
す
。

　
本
年
７
月
10
日（
金
曜
日
）か
ら
、全
国
の
遺

言
所
保
管
所（
法
務
局
の
本
局
及
び
支
局
）で
始

ま
る『
自
筆
証
書
遺
言
書
保
管
制
度
』は
、こ
の

２
つ
の
方
式
の
う
ち「
自
筆
証
書
遺
言
」の
紛
失

を
防
い
だ
り
、家
庭
裁
判
所
で
の
兼
任
手
続
き

が
不
要
に
な
る
と
い
う
制
度
で
す
。

　
こ
の
遺
言
書
保
管
の
申
請
に
は
管
轄
が
あ
り
、

遺
言
す
る
人
の
①
住
所
か
②
本
籍
、ま
た
は
③

所
有
す
る
不
動
産
の
所
在
地
の
い
ず
れ
か
を
管

轄
す
る
遺
言
書
保
管
所
に
申
請
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
遺
言
書
保
管
申
請
等
の
手
続
き
に
は
予
約
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、長
野
地
方
法
務
局
や
法
務
省
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、直
接
、右

記
①
か
ら
③
の
い
ず
れ
か
を
管
轄
す
る
遺
言
書

保
管
所
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

お問合せ　長野地方法務局大町支局　電話：0261-22-0379
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令
和
２
年
度

敬
老
会
の
開
催
中
止
の

お
知
ら
せ

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り「
今
年
の
熱
中
症
予
防
」

今
年
度
の
敬
老
会
は
、新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
、参
加
さ
れ
る
方

の
安
全
を
第
一
に
考
え
開
催

を
中
止
と
い
た
し
ま
し
た
。

毎
年
大
勢
の
方
が
参
加
さ

れ
好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
、

中
止
す
る
の
は
残
念
で
は
ご

ざ
い
ま
す
が
、何
卒
ご
理
解
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「
新
し
い
生
活
様
式
」に
お
け
る
熱
中
症
予
防
行
動
の
ポ
イ
ン
ト
が
厚
労
省
よ
り
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。具
合
が
悪
い
時
や
年
を
重
ね
る
と
、

一
人
で
暑
さ
に
気
付
く
の
が
難
し
く
な
り
ま
す
。白
馬
に
お
い
て
も
左
記
を
特
に
気
を
付
け
て
い
た
だ
き
、い
つ
も
以
上
に
ご
家
族
、ご
近
所

で
お
互
い
声
を
掛
け
合
っ
て
、み
ん
な
で
元
気
に
今
年
の
夏
を
乗
り
き
り
ま
し
ょ
う
。

お問合せ　白馬村役場　健康福祉課福祉介護係　電話：0261-85-0713

お問合せ　白馬村役場　地域包括支援センター　電話：0261-72-6777

★
い
つ
で
も
水
筒
片
手
に
！
　
の
ど
が
渇
か
な
く
て
も
、屋
内
外
問
わ
ず
定
期
的
に
飲
ん
で
く
だ
さ
い
。

★
着
過
ぎ
に
注
意
！
　
着
る
も
の
は
上
下
各
2
枚
ま
で
に
し
ま
し
ょ
う
。こ
た
つ
の
布
団
は
秋
ま
で
片
づ
け
て
。

★
マ
ス
ク
は
2
ｍ
以
内
の
対
面
、人
が
い
る
屋
内
の
み
！
　
人
が
い
な
い
と
こ
ろ
で
は
マ
ス
ク
不
要
。

● 包括職員も暑い日に巡回してお声掛けすることがあります。ご近所に気になる方が
いればお声かけください。

はく�7月.indd   17 R2/07/10   15:44



18

     
     

子
育
て
耳
よ
り
情
報
　
№
34

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

お問合せ　白馬村教育委員会　子育て支援ルーム　電話 :0261-72-3025

お問合せ　白馬村教育委員会　子育て支援課　母子健康係　電話 :0261-85-8101

今
回
は
子
育
て
支
援
ル
ー
ム
か
ら
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
し
ま
し
て
、お
子
様
、保
護
者
の
皆
様
の
安
全
確
保
を
図
る
観
点

か
ら
支
援
ル
ー
ム
の
利
用
自
粛
を
お
願
い
し
、し
ば
ら
く
の
間
支
援
ル
ー
ム
は
一
時
保
育・
休
日
保
育
を

除
き
休
室
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。　

ご
理
解
ご
協
力
頂
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
子
宮
頸
が
ん
」と
は
、女
性
の
子
宮
頸
部
に
で
き
る
が
ん
の
こ
と
で
す
。

子
宮
頸
が
ん
の
発
生
に
は
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス（
H
P
V
）と

呼
ば
れ
る
ウ
イ
ル
ス
が
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ウ
イ
ル
ス
は
、子
宮

頸
が
ん
の
患
者
さ
ん
の
90
％
以
上
で
見
つ
か
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、

H
P
V
が
長
期
に
わ
た
り
感
染
す
る
こ
と
で
が
ん
に
な
る
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
な
お
、H
P
V
は
一
般
に
性
行
為
を
介
し
て
感
染
す
る
こ

と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

子
宮
頸
が
ん
の
患
者
さ
ん
は
、年
間
１
０
，0
0
0
人
程
度（
2
0
0
8

年
）と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。年
代
別
に
み
た
患
者
さ
ん
の
数
は
、20
代

後
半
か
ら
増
え
て
い
き
、40
代
以
降
は
概
ね
横
ば
い
に
な
り
ま
す
。
し

か
し
、最
近
で
は
、特
に
若
い
年
齢
層（
20
～
39
歳
）で
患
者
さ
ん
が
増

え
て
い
ま
す
。

子
宮
頸
が
ん
の
予
防
法
と
し
て
は
、子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
を

接
種
す
る
こ
と
で
、ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
を
予
防
す
る

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

現
在
、厚
生
労
働
省
よ
り
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
積

極
的
な
接
種
勧
奨
は
差
し
控
え
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、中
学
校
１
年
生

～
高
校
３
年
生
ま
で
の
女
子
で
あ
れ
ば
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
が

定
期
接
種
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、接
種
を
希
望
す
る
方
は

定
期
接
種
と
し
て
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
下
記
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☆
園
庭
遊
具
等
の
洗
浄・消
毒
、園
庭
整
備

大
型
遊
具
、ブ
ラ
ン
コ
、す
べ
り
台
、ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
、テ
ラ

ス
の
食
事
用
テ
ー
ブ
ル
等
の
洗
浄
。

テ
ラ
ス
階
段
下
の
側
溝
掃
除
。
園
庭
草
取
り
、草
刈
り
。（
更
生

保
護
女
性
会
の
皆
様
に
も
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
）

☆
畑
作
り

支
援
ル
ー
ム
ご
利
用
の
皆
様
と
畑
で
様
々
な
野
菜
作
り
を
し
よ

う
と
、荒
れ
地
を
十
数
年
ぶ
り
に
畑
に
変
え
て
み
ま
し
た
。地
域
の

方
に
ご
協
力
頂
い
て
素
敵
な
畑
に
な
り
ま
し
た
。

（
か
ぼ
ち
ゃ
、す
い
か
、メ
ロ
ン
、き
ゅ
う
り
、ミ
ニ
ト
マ
ト
、じ
ゃ

が
い
も
、さ
つ
ま
い
も
、え
だ
ま
め
、二
十
日
大
根
な
ど
植
え
ま
し
た
）

二
十
日
大
根
は
遊
び
に
来
て
く
れ
た
お
友
だ
ち
と
数
回
収
穫
し

ま
し
た
。他
の
野
菜
も
こ
れ
か
ら
大
き
く
な
る
の
が
楽
し
み
で
す
。

草
取
り
や
収
穫
を
一
緒
に
し
ま
し
ょ
う
。

早
く
状
況
が
良
く
な
り「
お
い
し
い
も
の
た
べ
よ
の
日
」も
開
催

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
、畑
の
野
菜
を
使
い
み
ん
な
と
一
緒
に
食

べ
る
こ
と
が
出
来
た
ら
い
い
な
と
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

し
ば
ら
く
は
イ
ベ
ン
ト
や
、な
か
よ
し
広
場
は
見
合
わ
せ
て
い

ま
す
が
、自
由
利
用
と
し
て
開
室
し
て
い
ま
す
の
で
遊
び
に
来
て

く
だ
さ
い
ね
。

次
回
は
、子
育
て
支
援
課
か
ら
で
す
。

【
支
援
ル
ー
ム
で
は
休
室
の
期
間
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
し
て
い
ま
し
た
】
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お問合せ　白馬村役場　健康福祉課健康づくり係　電話：0261-85-0713
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延
期
を
し
て
い
ま
し
た
公
民
館
講
座
で
す
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
を
徹
底
し

た
う
え
で
６
月
か
ら
一
部
ス
タ
ー
ト
し
て
い

ま
す
。
今
後
も
三
密
に
な
ら
な
い
よ
う
、
消

毒
の
徹
底
や
マ
ス
ク
の
着
用
、
施
設
の
換
気

な
ど
の
対
策
を
し
て
、
発
熱
等
体
調
不
良
の

方
の
出
席
を
遠
慮
し
て
い
た
だ
き
開
講
し
て

い
き
ま
す
。
白
馬
村
文
化
振
興
団
体
な
ど
に

お
き
ま
し
て
も
、
５
月
末
ま
で
活
動
自
粛
の

お
願
い
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
感
染
防

止
に
ご
配
慮
い
た
だ
き
活
動
を
再
開
し
て
お

り
ま
す
。

県
の
総
合
５
か
年
計
画
で
は
「
学
び
と
自

治
の
力
」
で
の
地
域
づ
く
り
の
推
進
に
寄

与
す
る
こ
と
が
公
民
館
に
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
学
校
教
育
の
中
で
も
「
地
域
に

開
か
れ
た
教
育
課
程
」
が
大
き
く
取
り
上
げ

ら
れ
、
公
民
館
と
し
て
も
子
ど
も
た
ち
が
地

域
と
ど
の
よ
う
に
連
携
し
な
が
ら
、
学
び
を

深
め
て
い
く
の
か
が
重
要
に
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。
地
域
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

多
様
な
課
題
に
応
じ
て
各
種
団
体
と
の
連
携
・

協
働
を
進
め
て
い
き
、
時
代
に
沿
っ
た
も
の

と
し
て
展
開
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
回
は
村
内
の
文
化
財

と
し
て
神
社
巡
り
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

・沢
渡
神
明
社（
三
日
市
場
）

東
側
頭
上
に
沢
渡
氏
の
大

宮
城
跡
を
仰
ぐ
ふ
と
こ
ろ

に
鎮
座
す
る
三
日
市
場
沢

渡
の
産
土
神
で
す
。
優
れ

た
造
形
美
と
資
料
性
に
よ

り
国
の
重
要
文
化
財
に

な
っ
て
い
る
「
神
明
社
」

と
「
諏
訪
社
」、
ま
た
近

世
の
「
八
幡
社
」
の
三
社

が
一
つ
の
覆
屋
に
納
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
弘
安
九

（
1
2
8
6
）
年
奉
納
の
銅

製
の
御
正
体
二
面
が
県
宝

に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

村
文
化
財
と
し
て
鉄
製
の

鰐
口（
長
禄
四（
1
4
6
0
）

年
製
）、
絵
馬
２
面
と
禁
制

札
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

公民館講座の開催について

村の文化財めぐり特集②(神社編)

6/23　「白馬山麓めぐり」講座

神明社　拝殿

6/19「心と体の健康を楽しむ」講座

諏訪社本殿　神明社本殿　八幡社本殿
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・嶺
方
諏
訪
社

地
区
中
央
に
あ
り
、
東
向
き
に
鎮
座
す
る
産
土
神
で
雨

降
宮
の
別
称
が
あ
り
ま
す
。
境
内
に
は
村
指
定
の
文
化
財

老
杉
群
（
９
本
）
や
カ
ツ
ラ
が
あ
り
、
神
社
の
創
祀
の
古

さ
が
し
の
ば
れ
鎮
守
の
森
を
形
づ
く
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

村
の
文
化
財
と
し
て
大
小
32
面
の
絵
馬
と
神
木
カ
ツ
ラ
に

打
ち
込
ま
れ
て
い
た
諏
訪
明
神
シ
ン
ボ
ル
の
薙
鎌
や
鉄
鐸
、

古
文
書
等
が
宝
物
蔵
に
あ
り
ま
す
。

神
社
を
少
し
下
り
右
手
や
や
小
高
い
場
所
に
、
空
洞
化

し
た
大
き
な
ク
リ
の
木
に
抱
き
か
か
え
ら
れ
る
格
好
で
、

珍
し
く
イ
チ
イ
の
雌
株
が
生
育
し
て
お
り
こ
れ
も
村
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

・切
久
保
諏
訪
社

切
久
保
地
区
の
北
側
、
老

杉
に
囲
ま
れ
た
千
国
街
道
沿

い
に
あ
り
ま
す
。
い
わ
ゆ
る

川
北
地
域
の
総
社
と
し
て
霧

降
宮
と
も
呼
ば
れ
、
長
年
に

わ
た
っ
て
住
民
の
崇
敬
を
集

め
て
き
ま
し
た
。
秋
の
例
大

祭
は
尾
花
祭
り
と
も
い
わ
れ
、

七
尊
面
を
先
頭
に
少
女
た
ち

の
尾
花
踊
り
が
奉
納
さ
れ
て

い
ま
す
。

・細
野
諏
訪
社

八
方
地
区
の
西
麓
に
あ
り
、
霜

降
宮
の
別
称
で
境
内
に
あ
る
大
杉

の
神
木
は
村
内
最
大
の
巨
樹
と
し

て
村
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
旧
地
区
名
細
野
を
継
承
し
、

境
内
に
は
皇
族
方
の
白
馬
岳
登
山

の
際
の
お
手
植
え
樹
が
い
く
つ
か

あ
り
ま
す
。

近
く
に
は
薬
師
堂
が
あ
り
村
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
樹
齢

3
0
0
年
を
超
え
る
エ
ド
ヒ
ガ
ン

桜
が
信
仰
に
支
え
ら
れ
保
護
さ
れ

て
い
ま
す
。
5
月
14
日
に
そ
の
一

部
が
倒
木
し
ま
し
た
。
今
後
八
方

区
と
と
も
に
保
護
保
全
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も

村
内
の
各
地
区
、

集
落
に
は
小
社

や
祠
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
白
馬

村
は
豪
雪
地
帯
の

た
め
に
、
し
か
る

べ
く
形
式
を
そ
な

え
た
木
造
本
殿
は

覆
屋
に
納
め
ら
れ
、

保
存
状
態
が
良
い

で
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
過
疎
地
域

の
た
め
に
そ
の
維

持
管
理
が
困
難
に

な
り
、
廃
絶
し
て

し
ま
っ
た
神
社
も

あ
り
ま
す
。
神
々

し
い
歴
史
文
化
の

文
化
財
を
見
て
ま

わ
り
ま
す
と
、
不

思
議
と
心
が
清
々

し
く
な
り
ま
す
。

今
年
度
実
施
予

定
の
コ
ン
サ
ー
ト

等
が
延
期
ま
た
は

中
止
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
今
後
の

予
定
が
定
ま
っ
て

お
り
ま
せ
ん
が
、

ウ
イ
ン
グ
21
友
の

会
役
員
や
演
者
の

皆
様
と
連
絡
を
と

り
、
実
施
す
る
た

め
の
準
備
を
し
て

お
り
ま
す
。
毎
年

ホ
ー
ル
イ
ベ
ン
ト

を
楽
し
み
に
足
を

運
ん
で
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
村
民

の
皆
様
に
は
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
今
後
実
施

が
決
ま
り
次
第
広

報
し
て
い
き
ま
す
。

ウイング21芸術文化シリーズ実行委員会から

嶺方・クリ及びイチイ

切久保諏訪社

八方薬師堂・エドヒガン桜
R2.4.30　一部倒木前

嶺方諏訪社・老杉群

切久保諏訪社・入口

細野諏訪社・大杉
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図書館だより
No.224

令和2年7月
白馬村図書館
TEL（72）-5200

図書館の
おやすみ

図書館の
開館時間

・月曜日　祝日
・毎　月　最終金曜日（館内整理休館日）
　　　　　→祝日と重なる場合、休館日が変更となります。
・その他　やむを得ず、臨時休館・臨時閉館する場合があります。

午前9時〜午後6時

　ご家庭のパソコンやスマートフォンで、この他の図書・ＤＶＤソフトの新着案内、在庫状況をご覧いただけます。
【白馬村行政ホームページ→白馬村図書館→利用案内→カレンダー・検索】

WONDER MOUNTAINS　3 北アルプス ドローン大縦走
映像セラピー　NATURE　ART雪 ディズニー・ショートフィルム・コレクション
あの日の写真館　   長野県 ショート ショート ジブリがいっぱいSPECIAL　1992-2016

【DVD】

ＣＤ・ＤＶＤソフトは、一人３点まで３週間館外貸出できます。（図書とあわせて一人１０点まで）
お借りになりたい作品と、図書館の利用者カードをカウンターまでお持ちください。

　「山の日」にちなんで、山のエッセイや小説を集めた、小さいコーナーを作りました。
山の魅力を再発見してください。

・発熱・咳などの症状がある方は、ご利用をお控えください。 
・マスクの着用及び入退館時の手洗いまたは手指消毒にご協力ください。 
・長時間の滞在を控えるなど、館内の状況により譲り合ってご利用ください。

書　　名 著者名
図解わかる税金２０２０－２０２１年版　収入にかかる税金　財産にかかる税金　生活にかかる税金 芥川　靖彦
他人とうまくやっていく　対人関係２８のルール アラン・ピーズ
アインシュタインの影　ブラックホール撮影成功までの記録 セス・フレッチャー
重機図説　世界の極大級・極小級マシン グラフィック社編集部
ＣＨＡＮＧＥ　山岳ランニング世界王者上田瑠偉 山本　晃市
逆ソクラテス 伊坂　幸太郎
星に仄めかされて 多和田　葉子
社会とことば 井上　ひさし
オルガ ベルンハルト・シュリンク

書　　名 著者名
１０代のための資格・検定　可能性を広げる道しるべ 大泉書店編集部
ざんねんないきもの事典　さらに　おもしろい！進化のふしぎ 今泉　忠明
ネコ魔女見習いミルク　３　屋上庭園のひみつ ポーラ・ハリソン

まほうのおまめ　だいずのたび／
松本　春野〔文・絵〕

ひとはなくもの／
やべ　みつのり〔絵〕

豆腐、味噌、醬油…日本人の食卓を支
える大豆の自給率はわずかです。幼
い子どもにも「まほうのおまめ」、大
豆のことを知ってほしい！楽しい食
育絵本。

すみれさんは、よく泣きます。悲しい
とき、痛いとき、こわいとき、くやしい
とき…。涙にはいろいろな理由があり
ます。

―特設コーナー案内―

―新着図書案内―

【一般】

【児童書・絵本】

月 火 水 木 金 土 日
7月20日 7月21日 7月22日 7月23日 7月24日 7月25日 7月26日
7月27日 7月28日 7月29日 7月30日 7月31日 8月1日 8月2日
8月3日 8月4日 8月5日 8月6日 8月7日 8月8日 8月9日
8月10日 8月11日 8月12日 8月13日 8月14日 8月15日 8月16日

○休館日のお知らせ	 	 （色がついてる日が休館日になります。）
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7～ 8月　保健ガイド
16日～翌月末までの予定を日付順に記載しています。

■休・祝日緊急当番医表

月日 曜日 北部地区
（白馬・小谷） 大町市内 南部地区

（池田・松川） 歯科 白馬村内薬局
当番店

7月23日 木 横沢医院 柿下クリニック 吉村医院 西澤歯科医院 大町市 （0261）22-5091 ―

7月24日 金 栗田医院 遠藤内科医院 はーぶの里診療所 佐藤歯科医院 大町市 （0261）23-3211 太田薬局

7月26日 日 神城醫院 最上整形外科クリニック平林メンタルクリニック 柏原歯科医院 白馬村 （0261）71-1182 フジノヤ薬局

8月  2日 日 小谷村診療所 菊地クリニック 近藤医院 グリーン歯科クリニック 大町市 （0261）23-6666 ―

8月  9日 日 しんたにクリニック 小野医院 あづみ病院 おだ歯科 白馬村 （0261）72-6482 フジノヤ薬局

8月10日 月 白馬診療所 平林医院 西森整形外科 オクハラデンタルクリニック 大町市 （0261）23-0500 フジノヤ薬局

8月16日 日 横沢医院 横澤内科医院 太田医院 あづみ野歯科 松川村 （0261）62-2332 白馬アップル薬局

8月23日 日 栗田医院 市立大町総合病院松本クリニック いいざわ歯科医院 大町市 （0261）23-7050 太田薬局

8月30日 日 神城醫院 野村クリニックせりざわクリニック 小谷歯科医院 小谷村 （0261）82-2762 フジノヤ薬局

毎週、日・月・火・水・木・金
9 :30～12:00
13:00～16:00

自由利用

■ 子育て支援ルーム ※ 新型コロナウイルス感染拡大防止のため、当面自由利用のみで開室します。
　 なかよし広場・イベント等は、しばらく見合わせます。
※ 今年度のプール遊びは行いません。
※  自由利用の中で、天気の良い日には色々な水遊びを準備していますので、着替

え・タオル・水筒を持参してください。
　 詳細は子育て支援ルーム（☎0261-72-3025）へお問合せください。
※ 月曜育児相談は完全予約制で行います。（ふれあいセンター１階）
　 予約は子育て支援課 宮脇(☎0261-85-8101)迄ご連絡をお願いします。 

■ 乳幼児健診等 会場：ふれあいセンター1階
月日 事業名 対象になるお子様

7月21日（火） 乳児健診 2020年2月生　2019年8月生
7月27日（月） あそびの教室ほっぷ① 2018年3月生～4月生
7月31日（金） ２カ月育児相談 2020年5月生
8月  7日（金） ３歳健診 2017年5月20日生～8月7月生
8月12日（水） あそびの教室ほっぷ② 2018年3月生～4月生

■ 予防接種 会場：ふれあいセンター1階
月日 事業名 対象になるお子様

7月22日（水） 乳幼児予防接種 個別にご案内しています
8月  3日（月） 小6二種混合予防接種 個別にご案内しています
8月  4日（火） 小4日本脳炎予防接種 個別にご案内しています
8月  5日（水） 幼児日本脳炎予防接種 個別にご案内しています
8月  6日（木） 乳幼児予防接種 個別にご案内しています

■ 心の相談会（予約制）
開 設 日 時　間 場　所 お問合せ先

7月28日（火）
8月25日（火） 10：00～15：00 白馬村保健福祉ふれあいセンター

２階福祉相談室 白馬村役場健康福祉課　0261-85-0713

※電話でご予約ください（匿名可）。相談時間は1人30分程度です。

■ 人権・心配ごと相談
開 設 日 時　間 場　所 相 談 員 お問合せ先

９月９日（水） 13:00～16:00
白馬村保健福祉

ふれあいセンター2階
ボランティアルーム

人権擁護委員 白馬村社会福祉協議会　0261-72-7230

※予約は必要ありませんので、お気軽にお越しください。

■ 司法書士無料相談（予約制）
開 設 日 時　間 場　所 相 談 員 お問合せ先

８月５日（水） 13:00～16:00
白馬村保健福祉

ふれあいセンター2階
ボランティアルーム

帶
オビカネ

金　康
ヤススケ

祐　司法書士 白馬村社会福祉協議会　0261-72-7230

※予約が必要です。相談時間は30分ですので、相談内容を整理してお越しください。
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人口：8649 人　男：4317 人　女：4332 人　世帯数：4015 世帯
（令和 2年 7月 1日現在）

※	上記の数字には、外国籍の住民・世帯数も含まれています。
住民基本台帳法の一部が改正されたことにより、外国籍の住民の皆さんも住民基本台帳に登録されることとなりました。（平成 24 年 7 月 9 日改正法施行）

7
2020
vol.526

編集後記

7月に入り、各地で大雨が続いています。九州豪雨で伝えられてくる被災状況には心が痛み、被害を受けら
れた方々の安全と被災地の一日も早い復旧を願うばかりです。
今号７ページに掲載しましたとおり、雨風が強いときには、屋外スピーカーは聞こえにくい場合があります。
新戸別受信機のお申込みがまだお済でない方は、この機会にお申込みいただければと思います。
� （広報編集担当：太田）

有料広告欄

ケーブルテレビ白馬指定管理者：
株式会社エーアイシーコミュニケーションズ

受付時間：平日午前 8 時 30 分～午後 5 時 30 分
　　　　　・加入／故障等のお問い合わせは
　　　　　　　　　　　　TEL 0261-85-0074
　　　　　・取材等のお申し込みは
　　　　　　　　　　　　TEL 0261-85-0116

地域包括支援センターです
お気軽に72-6667 にお電話ください

　白馬村の認知症サポーター数620人
（平成29年1月現在）

ケーブルテレビ白馬に関するお問い合わせは… 認知症の相談窓口は

スマホアプリで広報はくば配信中！！
広報はくばおよび白馬村行政公式ホーム
ページに掲載する広告（有料）を募集し
ています

＊お問い合わせ　白馬村役場総務課

広告募集中

姉妹都市コーナー

地域の自然を守るために
　第 1回町内美化活動が 6月 26 日、今井浜海岸で
実施され、東小学校の児童や保護者、近隣住民ら 70
名を超える人々が参加しました。東小学校では、子
ども達の地域の自然を大切にする気持ちを高めるた
め、毎年夏に今井浜海岸の清掃活動を行っています。
縦割り班に分かれた児童らは、大人達と協力しながら
流木や海藻などのごみを拾い集めました。約 1時間
に渡る活動の結果、トラック 3台分、ごみ袋 112 袋
分のごみが回収されました。

白馬北小学校の皆さん、
ようこそ太地町へ

7 月 19 日（水）から 3日間、白馬北小学校の 5年
生の皆さんが太地町に滞在しました。
20日（木）は、太地町公民館で交流会が行われ、太
地小学校 5年生有志による鯨踊りが披露されました。
また、合同合唱曲「にじいろ」では両校の児童たちが
綺麗な歌声を響かせていました。
交流会終了後は、「紀の松島めぐり」、くじらの博物館
見学、くじら浜海水浴場での水遊び、博物館での買
い物を楽しみました。

静 岡 県  河  津  町 和 歌 山 県  太  地  町

河津川アユ釣り解禁

河津川のアユ釣りが6月7日、解禁を迎えました。
解禁初日は、天気も良く気温も25度を超え、朝早
くから解禁を待ちわびた釣り人でにぎわいました。
集まった釣り人は、思い思いの場所で釣り糸を垂
らし、アユ釣りを楽しみました。
河津川非出資漁業協同組合によると、初日朝に

は7時から8時の間に70人ほどの釣り人が訪れまし
た。釣果は全体的には5尾前後で、中流域では1人
で10～30尾ほど釣りあげた人もいたようです。こ
れから気温や水温が上昇するとともにアユの活性
も良くなり、釣果があがってくるそうです。

叙勲伝達式

６月11日（木）、太地町役場において、故・山下
雅久さんに対する叙勲「瑞宝双光章」の伝達式を
行いました。
伝達式には、妻のとも子さんと長女の宮坂陽美

さんが出席されました。
同章は、公務等に長年にわたり従事し、特に功
績が顕著な方に贈られます。
山下さんは、町職員として長年にわたり消防行
政に従事され、平成15年11月から同30年３月まで
消防団長を務められました。加えて、平成21年８
月から３期に渡り町議会議員を務められ、町のた
めに尽力されました。

釣り人でにぎわう河津川
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